
●
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
の

発
生
を
受
け
、
総
務
省
消
防
庁

長
官
か
ら
の
出
動
要
請
の
も
と
、

四
月
十
九
日
火
曜
日
に
緊
急
消

防
援
助
隊
と
し
て
、
和
泉
市
消

防
職
員
二
名
が
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
被
災
地
に
お
け
る

後
方
支
援
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

食
い
入
る
よ
う
に
新
聞
を
読
み
、
被
害
の
大
き
さ
に
驚
き
を

隠
せ
な
い
避
難
者
＝

熊
本
・
益
城
町
の
広
安
小
学

●
ま
た
四
月
十
九
日
（
火
曜
日
）

に
は

被
災
地
に
対
し
て
、
近

隣
自
治
体(

高
石
市
、
泉
大
津
市
、

岸
和
田
市
、
貝
塚
市
、
泉
佐
野

市
、
阪
南
市
、
泉
南
市
、
忠
岡

町
、
熊
取
町
、
田
尻
町
、
岬
町
）

と
合
同
で
支
援
物
資
の
搬
送
を

行
い
、
四
月
二
十
日
（
水
曜
日
）

午
後
二
時
三
十
分
頃
に
左
記
の

場
所
に
到
着
し
ま
し
た
。

（
搬
送
先：

熊
本
市
立
帯
山
小

学
校
、
熊
本
市
立
帯
山
西
小
学
校
）

第90号 平成28年4月

発行者：服部敏男

和泉市議会議員

小田町586-1-1-512

℡：0725-46-4011

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震

災
害
義
援
金
の
受
付
を
し
て
い
ま
す

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
十
四
日
に

発
生
し
た
「
熊
本
地
震
」
で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
を

支
援
す
る
た
め
、
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

和
泉
市
に
お
い
て
は
、
日
本
赤
十
字
社
大
阪
府
支
部
和

泉
市
地
区(

生
き
が
い
健
康
部
福
祉
総
務
課)

の
窓
口
に
て
、

義
援
金
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
義
援
金
の
募
金

箱
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
て
、
全
額
被
災
者
の
支
援
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

・
義
援
金
の
受
付
窓
口

平
成
二
十
八
年
四
月
十
八
日(

月)

～
六
月
三
十
日(

木)

日
本
赤
十
字
社
大
阪
府
支
部
和
泉
市
地
区

(

市
役
所
１
号
館
２
階

福
祉
総
務
課
内)

（
注
意
）
受
領
書
が
必
要
な
方
は
、
右
記
窓
口
に
て
義

援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
募
金
箱
設
置
場
所

平
成
二
十
八
年
四
月
十
八
日(

月)

～
六
月
三
十
日(

木)

市
役
所
一
号
館

正
面
玄
関

和
泉
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
出
張
所

南
部
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

北
部
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
彩
生
館

（
平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日
よ
り
追
加
）

（
注
意
）
募
金
箱
は
、
各
施
設
開
庁
時
間
内
で
設
置
し

て
い
ま
す
。

（
和
泉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

和泉市ホームページより

平成２８年熊本地震に対し和泉市では、今後も何らかの形で対応を行っていくべき

だと考えます。そのような中で近日中に、「大阪府被災建築物応急危険度判定士」の

資格を持った職員の代表が 現地に派遣される予定です。

まだまだ余震が続く中、被災された皆様に心からのお見舞いを申し上げます。

皆様の身の安全が一日も早く確保されるとともに、支援物資が滞りなくお届けされる

こと、とりあえずは、できうる限り早期に安心して過ごせる場所が準備されることや

ガス、水道、電気の生活インフラの復旧が早急になされること等を祈ります。
市役所正面玄関受付

カウンターの上に設置
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被災者支援に総力を
安倍首相に緊急要請を行う山口代表、井上幹事長＝18日 首相官邸

安倍首相（右）に緊急要請を行う山口代表（中）、井上幹事長＝18日

首相官邸

首相「激甚」指定 早急に検討

党対策本部が緊急要請

公明党の山口那津男代表と井上義久幹事長（党平成28年熊本地震対策本部長）は18日夜、首相官邸で安倍晋三

首相と会い、熊本地方を震源とする地震で甚大な被害が出ていることに対して、緊急要請を行い、被災者支援に

政府の総力を結集するよう求めた。

冒頭、山口代表は、「公明党として、被災地に国会議員を派遣し、地元の市町村、議員と連携しながら、救援活

動に当たってきた」と述べ、被災地の緊急的なニーズ（要望）を集約した要請であると力説した。

その上で、山口代表らは、緊急対応と短期・中期対応を分ける必要性を指摘。緊急対応として、警察、消防、自

衛隊、海上保安庁、医療部隊などの人員を拡充し、「行方不明者の救出・救助に最大の力を尽くしてほしい」と

強調した。

また、水や食料などの救援物資が十分に避難者に届いていない現状を指摘し、「（政府の）被災者生活支援チー

ムを生かし、現場のきめ細かなニーズに対応してほしい」と要望。避難所以外で避難をしている被災者に対して

は、「情報提供や食料、特にすぐに口にできるものを速やかに準備してもらいたい」と訴えた。

短・中期の対応としては、「安心感をもたらすという意味で、激甚災害指定を早くすべきだ」と力説した。

これに対し安倍首相は、「自治体や政府も協力しながら迅速に対応しているが、こういう時は、議員やボランティ

アのネットワークの力が大事だ。細かいことでも情報を政府に届けてほしい」と強調。激甚災害指定については、

「指定する方向で早急に検討を進めていく」と述べた。

緊急要請後、記者団に対し山口代表は、「現地のニーズに応じた機敏な対応を確認し合うとともに、引き続き、

適宜、要請をしたいことも伝えた」と語った。

公明新聞：2016年4月19日（火）付

問

和
気
小
学
校
の
洋
式
化
率
の
状
況
な
ど
二
十

八
年
度
に
整
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た
要
因
に
つ
い
て

答
弁

和
気
小
学
校
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
耐
震

化
整
備
に
お
い
て
一
部
改
修
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

平
成
二
十
六
年
度
末
の
洋
式
化
率
は
、
二
十
八
％
で
、

小
学
校
平
均
の
五
十
％
を
下
回
っ
て
い
る
。
ま
た
今

回
改
修
す
る
予
定
の
三
階
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
に

お
い
も
ひ
ど
い
状
況
等
か
ら
、
本
年
度
整
備
を
行
お

う
と
す
る
も
の
で
す
。

問

改
修
予
定
の
内
容
に

つ
い
て
は
？

答
弁

今
回
改
修
を
予
定

す
る
詳
細
な
内
容
は
、
こ

れ
か
ら
学
校
を
含
め
た
調

整
を
行
う
予
定
。
こ
れ
ま

で
の
整
備
の
基
本
的
な
内

容
は
和
式
ト
イ
レ
は
、
一
つ
の
フ
ロ
ア
に
一
つ
残
す
、

そ
の
他
は
洋
式
ト
イ
レ
に
改
修
す
る
。
各
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の
大
き
さ
は
広
め
に
改
修
す
る
。
湿
式
ト
イ
レ
を

乾
式
ト
イ
レ
に
見
直
す
こ
と
で
、
臭
い
や
衛
生
面
の

向
上
を
目
指
す
。
内
装
の
一
部
に
【
イ
ズ
モ
ク
】
を

活
用
す
る
な
ど
温
か
み
の
あ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指

す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

要
望

本
年
度
回
収
さ
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

改
修
を
必
要
と
す
る
ト
イ
レ
を
年
間
１
校
づ
つ
程
度

し
か
実
施
で
き
な
い
状
況
を
、
予
算
の
問
題
と
は
い

え
、
も
う
少
し
改
修
率
を
高
め
て
も
ら
い
た
い
。

私
の
予
算
委
員
会
で
の
質
問
よ
り


